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DTU通信量の均等化の効果検証

183.67(▲15%)

分割=1MB分割なし分割=1MB分割なし

205.67（▲30%)160.0B

45.85(▲5.0%)43.56A

JOBA,B混在単独走行(秒)

JOB

検証モデル

JOB-A走行中のJOB-Bの実行時間：30%ダウン→15%ダウンに改善
■JOB-A ： DTU転送IOサイズを小さくした影響は5%ダウン
■JOB-B ： 混在時、JOB-Bの性能は15%向上

検証結果（DTU転送IOサイズの調整）
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JOB-Aを含む大規模転送ジョブグループと、JOB-Bを含む小規模転送ジョブ

グループを混在した同時走行により効果を検証

トータルスループットの検証

検証モデル

DTU転送IOサイズの調整による総スループット改善は困難。

検証結果（DTU転送IOサイズのデフォルト値サーベイ）

全体小規模大規模

DTU転送IOサイズNo.

1942159219421MB5

1931160619314MB4

1887163418878MB3

18861634188616MB2

178417461784指定なし(1GB)1

スループット（秒）
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まとめ

DTU転送転送サイズの調整により、ブレの
軽減が可能な場合がある。

ただし、DTU転送サイズのデフォルト値を
変更すると、総スループット性能は悪くなる
ため、デフォルト値設定は困難。


